
 令和５年１２月定例会にて可決・成立した改正新潟市子ども条例に基づき、令和６年４月よ
り市の附属機関として、新潟市子どもの権利救済委員を設置します。

 この資料では、子どもの権利に係る相談・救済の準備状況、今後の予定、運用の方向性等を
まとめた資料となります。

新潟市子どもの権利救済機関について
～今後の取組予定～
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【相談・対応フローと根拠条文】
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

所属等 氏名（かな）

≪委嘱の考え方≫
 子どもの権利救済委員は、子どもや保護者との直接折衝、他の機関（学校等）への聞き取り、
調査、当事者や関係者との間に立った調整等を担う必要があります。

 また、子ども自身の気持ちに寄り添い、当該子どもの最善の利益を図るために行動する必要
があります。

 このような考え方に基づき、類似事例や他都市の子どもの権利救済委員からの活動実態等
を踏まえたヒアリングを参考としながら、上記のとおり決定しました。

【運営体制】
4月1日以降情報解禁のため
取扱注意でお願いします



【運営体制】
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

項目 概要

≪設置根拠≫
第３２条 救済委員の庶務は、こども未来部で処理します。
２ 救済委員の職務を補佐するため、児童福祉又は子どもの権利に関し優れた識見を有する者
を相談・調査専門員として置きます。
３ 第23条第１項の規定（※）は、相談・調査専門員に準用します。
※第23条第1項
救済委員は、職務を行うに当たっては、子どもの権利の擁護者として、公正かつ適正に職務を遂行するととも
に、関係機関等と相互に協力及び連携を図らなければなりません。



【相談・救済に係る周知・啓発について】
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令和５年度、市内小学生から新潟市の子ども子育て応
援キャッチフレーズの募集を行い、高校生による選考
を経て、小学生による投票で決定。
新潟市の子育て応援キャラクター「ほのわちゃん」と
キャッチフレーズを融合し、子育て応援の機運醸成事
業等に活用しています。


